
資料９

粉じんの管理基準値について

粉じんの管理基準値を現場の作業環境により適合したものとするため、平成１８年５月

２４日及び２５日に実施した「粉じん中の遊離ケイ酸濃度(Ｑ)」の実測値により、「粉じ

んの管理基準値(Ｅ)」を以下のとおり算定した。

その結果に基づき、廃棄物一次撤去マニュアルの５－５ページ「表５－１日常監視にお

ける管理基準値」のうち、粉じんの管理基準値に係る部分について、次のとおり改定を

行った。

項目 管理基準値 管理基準値×1.5 備考

※2

１．３mg/ｍ未満 １．９mg/ｍ未満
3 3

１）作業環境評価基準

（E:管理濃度、Q：当該粉じんの遊離ケイ酸含有率(%)）

算定式： 根拠：左記の1.5倍値 ２）じん肺法，粉じん障害防止規則，日本産業衛旧 粉じん

E=3.0/(0.59Q+1) 生学会の勧告値は 5mg/m 未満
3

Q=5.9%未満 より

※2

０．６mg/ｍ未満 ０．９mg/ｍ未満
3 3

１）作業環境評価基準

（E:管理濃度、Q：当該粉じんの遊離ケイ酸含有率(%)）

算定式： 根拠：左記の1.5倍値 ２）じん肺法，粉じん障害防止規則，日本産業衛新 粉じん

E=3.0/(0.59Q+1) 生学会の勧告値は 5mg/m 未満
3

Q=5.9%未満 より

●遊離ケイ酸濃度測定結果（平成１８年５月２４日及び２５日）

箇所 遊離ケイ酸含有率(Ｑ) 算出した粉じん管理基準値

(Ｅ)

掘削作業箇所 ５．９％ ０．６６mg/㎥

選別作業箇所 ５．６％ ０．６９mg/㎥

●公定法による粉じんの測定結果（平成１８年５月２４日及び２５日）

測定日 掘削作業箇所 選別作業箇所

－平成１８年５月２４日 0.12mg/㎥

平成１８年５月２５日 0.23mg/㎥－
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表５－１  日常監視における管理基準値 

 

番

号 
項    目 管理基準値 管理基準値×1.5 備    考 

1 硫化水素 ２．５ppm 未満 ３．７ppm 未満
作業環境評価基準の 

基準値は ５ppm 未満※１ 

2 酸素濃度 １９．５％以上 ―――― 

酸素欠乏症等防止規則の 

基準値は 18％以上 

※一般的に酸素欠乏環境とされる

のは 19.5%以下 

3 一酸化炭素 ２５ppm 未満 ３７．５ppm 未満
日本産業衛生学会許容濃度等の 

勧告値は 50ppm 未満 

4 メタンガス ２．５％未満 ３．７％未満
日本産業衛生学会許容濃度等の 

勧告値は 5％未満 

5 ベンゼン ０．５ppm 未満 ０．７ppm 未満
作業環境評価基準の 

基準値は １ppm 未満※１ 

６ 
ジクロロメタン 
（二塩化ﾒﾁﾚﾝ） 

２５ppm 未満 ３７．５ppm 未満
作業環境評価基準の 

基準値は 50ppm 未満※１ 

７ 粉じん 

(旧)１．３mg/ｍ3未満

(新)０．６mg/ｍ3未満

 

算定式： 

E=3.0/(0.59Q+1) 

 

(旧)１．９mg/ｍ3未満

(新)０．９mg/ｍ3未満

 

根拠：左記の1.5倍値

 

１）作業環境評価基準※2 

（E:管理濃度、Q：当該粉じんの遊離

ケイ酸含有率(%)） 

２）じん肺法，粉じん障害防止

規則，日本産業衛生学会の勧告

値は 5mg/m3未満 

注 1）※１については、平成 17 年 4 月より、労働安全衛生法における特定化学物質等障害

予防規則の一部を改正する省令が施行されたため管理基準値をそれに従い変更した。 

注 2）※２については、平成 18 年 5 月実施の現場実測値の結果により、変更した。 
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選別前廃棄物積込ヤード（固形物）
洗車待機ヤード 

Ａエリア 約 11,700㎡ 

Ａ１エリア（一次仮置場）

Ａ２エリア（中間処理場）

 

廃棄物積込ヤード（水分系） 

 進入ルート

場内運搬ルート

退出ルート

主風向

【作業環境測定点（粉じん・有害ガス）】 

 ：測定点（発生源近傍環境）×２地点 

   ★ ：発生源（掘削地点） 

図５－２ 作業環境測定地点 

選別後廃棄物積込待機ヤード 

積込場所 選別場所 
選別ヤード 
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